
意見２　遊歩道の定期的な整備について

【下依知自治会】
■依知南小学校まで遊歩道があり、安心だと思ったことが決め手となり、下
依知に住むことを決めた人もいます。
　この地域は、八幡上公園の記念碑に書いてあるように、昭和56年５月に当
時の住人が土地区画整備組合を設立し、道路、公園、排水施設などの都市
基盤整備を推進し、その間12年、幾度も難関を乗り越えて完成に至りまし
た。依知南小学校までの遊歩道も当時の住民の尽力によりできたものであ
り、この地区自慢の遊歩道です。
　しかしながら、一部補修した箇所もありますが、長い年月が経ち、砂利が
むき出しになった部分で、幼児などがつまずき転んでしまったことがあると聞
いています。この地区自慢の遊歩道を定期的に整備し、安心・安全なまちづ
くりの推進をお願いします。

■遊歩道について、経年劣化によるひび割れなど、補修要望が提出された箇所
については、早急にできるところから補修し、年数がかかる部分においても計画
的に補修していきます。また、枯れた木は伐採を実施しました。対応が必要な箇
所については、問い合わせていただければ、スピード感を持って対応していきま
す。皆様が誇りに思っている大切な遊歩道なので、補修には積極的に取り組んで
いきます。
　また、８月中には、破損しているベンチも補修しますので、安心して御利用くださ
い。

《実施日以降の対応状況等》
■遊歩道の補修については、今年度中に対応する予定です。また、破損してい
たベンチについては、８月上旬に補修いたしました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当課：道路維持課）

意見３　自治会館にＡＥＤを設置することについて

【金田上部自治会】
■令和７年は、30℃を超える日が続き、テレビでは熱中症で救急搬送される
人のニュースが放送されています。熱中症に注意するように日頃から声を
掛け合っていますが、暑い日が続くと、路上で倒れる人が出るかもしれませ
ん。そのような時にＡＥＤが非常に有効であると聞きました。ＡＥＤは公民館
などの公共施設や学校に設置してありますが、公民館は開館している時
間、学校は先生がいる時間にしか利用ができません。特に夜間は閉まって
いるため設置されていないのと同じ状況です。この地区でＡＥＤが24時間利
用可能なのは、国道129号線沿いのコンビニエンスストアのセブンイレブンと
国道246号線沿いのガソリンスタンドだけです。救急車が到着するまでの間
に心肺蘇生とＡＥＤを使うことで救命の可能性がさらに高まると言われてい
ます。
　これらのことから、地域住民にとって最も身近な施設である自治会館にもＡ
ＥＤを設置することを提案します。あるいは、24時間営業しているという点で
は、一部のコンビニエンスストアだけでなく他のコンビニエンスストアとも協定
を結び、設置してもらえるよう働きかけをお願いします。

■ＡＥＤの設置については、必要性を強く認識しています。本市では、現在、ス
ポーツ施設などの公共施設を中心に234箇所設置しています。
　セブンイレブン以外のコンビニエンスストアへの設置については、過去にお願い
した経緯はありますが、こうした暑さの中で、もしもの時のためにAEDの設置をし
てもらえるよう改めて呼び掛けていきます。
　緊急時において、皆様には、ＡＥＤだけでなく胸骨圧迫などの救助方法を実施し
てもらいたいと考えています。ＡＥＤの使用方法や、救命方法を皆様に知ってもら
う機会を提供することが、人命救助につながると認識しています。ＡＥＤによる救
命はスピードが大事なことから、時間がかかると救命率が低くなってしまうため、
ＡＥＤ設置箇所の周知を行うとともに、皆様と相談しながら、いざという時にＡＥＤ
を利用いただける環境の整備に取り組んでいきます。

《実施日以降の対応状況等》
■ＡＥＤについては、公共施設のほか、一部のコンビニエンスストアにＡＥＤが設
置されていますが、いただいた御意見を踏まえ、現在、近隣に24時間使用可能な
ＡＥＤが少ない地域におけるコンビニエンスストアへの設置について調整を行って
います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当課：救命救急課）

【長坂自治会】
■昨年のタウンミーティングでも提案していますが、依知南地区は、スー
パーがないため、食料品等の買い物は本厚木、海老名あるいは愛川等まで
出掛けて行かなければなりません。その交通手段は、車あるいはバスとなっ
ていますが、車においては、全国的に高齢者による事故が多発している中
で、免許証の返納が推奨されている現状もあり、高齢者や身体障がい者の
皆さんにとっては、バスが重要な交通手段となっています。
　しかし、神奈中が発行しているかなちゃん手形が令和７年３月10日に「か
なちゃんパス」としてＩＣ化され、今まで１年券が10,800円で市の補助7,800
円、自己負担が3,000円だったものが、54,000円と大幅な値上げとなりまし
た。乗車ごとの100円負担は無くなりましたが、高齢者にとっては大変な出費
となっています。
　現在、本厚木駅周辺歩いて楽しいまちづくり推進計画を行っている中で、
本厚木駅周辺には駐車場が少ないと感じているのでバスを利用して駅まで
行き、厚木のまちを歩いてもらうことが望まれていると思います。こうしたこと
から、今後も高齢者の皆さんが安心して買い物等で外出できるように、「か
なちゃんパス」についても市からの補助をお願いします。

■「かなちゃん手形」の販売終了と「かなちゃんパス」への移行については、本市
としても神奈川中央交通に対して「かなちゃん手形」制度の維持を直接お願いし
たところ、令和８年６月末まで利用可能となりました。かなちゃんパスに対する補
助については、高齢者の外出支援と外出機会の増大、健康増進の重要性を考
慮し、令和８年度予算に向けて助成方法等を検討していきます。
　また、高齢者タクシー助成もあるので、他の助成制度との折り合いを含め、皆
様に御満足いただけるよう、制度を確立していきます。昨今の状況を踏まえ、調
査研究をしていきます。

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当課：福祉総合支援課）

【依知南地区】令和７年度あつぎタウンミーティング実施結果 

日　 時：令和７年７月30日(水)　午後６時56分～午後７時53分
会　 場：依知南公民館　２階集会室
参加者：地区の自治会長（７名）、公民館地区館長
　　　　   市長、副市長、教育長、企画部長、企画部次長、総合計画担当課長、公民館・地区市民センター長

自治会長からの意見 市長等からの回答

意見１　高齢者の外出支援について


